
特

集

に

あ

た

っ

て

本
会
も
創
立
二
〇
年
の
記
念
事
業
を
終
え
、
新
た
な
研
究
段
階
を
迎
え
て
い

る
。
「県
史
を
学
ぶ
会
」
幕
末
開
港
編
で
は

「新
訂
自
井
家
文
書
』
第
四
巻
を

読
み
終
え
、　
一
〇
月
例
会
か
ら
は
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の

『新
横
須
賀
市
史
』

資
料
編

。
近
世
Ｉ
の
学
習
に
入
っ
た
。
ま
た
明
治

。
大
正
編
で
は

『佐
久
間
権

蔵
日
記
』
の
二
冊
日
、
第
四
巻

（大
正
五
年
）
も
半
ば
を
過
ぎ
た
。
し
か
し
年

報
第

一
二
号
で
の
特
集

「幕
末
海
防
と
三
浦
半
島
」
の
よ
う
な
研
究
成
果
の
ま

と
め
は
、
浦
賀
奉
行
所
関
係
や
佐
久
間

・
鶴
見
関
係
で
は
未
だ
な
し
き
れ
て
い

な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
打
開
に
も
な
れ
ば
と
、
会
報
担
当
か
ら

『会
報
』
で
の

連
載
企
画
か
ら

『年
報
』
で
の
特
集
掲
載

へ
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
の
が
第

二
三
回
総
会
の
場
に
お
い
て
で
あ

つ
た
。
当
初
案
と
し
て
は
、
現
在
の
混
沌
と

し
た
世
界
、
政
治
、
地
域
の
状
況
を
読
み
解
く
た
め
の
問
題
提
起
を
行
う
と
し

て
、
か
つ
て
会
報
で
試
み
た
各
自
が
自
由
に
選
ぶ
書
目
の
書
評
と
、
明
治
維
新

史
学
会
な
ど
を
中
心
と
し
て
新
た
な
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
幕
末

維
新
期
の
研
究
基
盤
と
な
る
雑
誌
論
文
を
集
め
た

『幕
末
維
新
論
集
』
の
書
評

で
あ

っ
た
。
決
定
は
二
月
の
事
務
局
会
議
に
持
ち
越
さ
れ
、
書
評
対
象
と
し
て

新
た
に

『
日
本
の
時
代
史
』
（吉
川
弘
文
館
）
が
浮
上
し
た
。
確
か
に
基
礎
を

確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
は
あ
る
が
、
最
新
の
研
究
状
況
を
把
握
す
る
方
向
に

大
勢
は
傾
い
た
よ
う
で
あ
る
。
論
文
集
自
体
は
、
編
者
に
よ
る
基
調
論
文
と
数

人
に
よ
る
各
論
か
ら
成

っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
首
尾

一
貫
し
た
構
成
と
は
な

っ
て
い
な
い
、
と
い
う
批
判
は
あ

っ
た
。
し
か
し
、
全
論
文
に
つ
い
て
論
評
す

る
必
要
は
な
く
、
各
自
の
問
題
関
心
に
沿

っ
て
持
論
を
展
開
し
て
も
い
い
だ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
。

並
行
し
て

「春
の
集
中
研
究
会
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
書
目
が

二
冊
と
も
絶
版
と
な
り
入
手
困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
二
月
の
事
務
局
会

議
で
急
違
、
『
日
本
の
時
代
史
』
第
二
〇
巻

「開
国
と
幕
末
の
動
乱
」
を
取
り

上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
記
録
を
会
報
に
掲
載
し
、
連
載
企
画
第

一
号
と
す

る
こ
と
も
日
論
ん
で
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
他
巻
の
執
筆
は
八
月
中
に
し
、
九
月

以
降
の
会
報
に
順
次
掲
載
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
年
報

へ
の
入
稿
は

一
一

月
中
に
な
ろ
う
か
ら
、
会
報
掲
載
前
に
年
報
原
稿
が
完
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
変
則
的
で
は
あ
る
が
、
年
報

へ
の
掲
載
は
各
巻
、
見
開
き
ニ
ペ
ー
ジ

程
度
と
制
約
を
加
え
た
た
め
、
会
報
掲
載
分
か
ら
若
干
縮
め
る
必
要
が
あ

っ
た

り
、
逆
に
年
報
に
書
け
な
か
っ
た
こ
と
を
会
報
で
よ
り
自
由
に
論
ず
る
こ
と
も

で
き
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
に
各
巻
の
会
報
掲
載
号
を
示
し
て
お
く
の
で
、
参

照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
尚
、
諸
事
情
に
よ
り
入
稿
が
間
に
合
わ
な
か

っ
た
り
、
会
報
掲
載
を
見
合
わ
せ
た
巻
も
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

ま
た
三
二
巻
の
編
者
新
井
勝
紘
氏
に
は
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
二
〇
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
「自
由
民
権
運
動
の
再
考
―
民
権

一
二
〇
周
年
を
迎
え
て
新

し
い
切
り
口
が
見
え
る
か
―
」
と
題
す
る
講
演
を
お
願
い
し
た
。
内
容
は

「年

報
』
第

一
人
号
に
、
記
録

（惣
田
）
は

『会
報
』
第
二
四
〇
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
併
読
さ
れ
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
責
　
伊
東
富
昭
）

28 27 26 25 24 23 22 21 20
巻
数

岐

路

に

立

つ

日

本

高
度
成

長
と

企
業
社
会

戦
後
改

革
と
逆

コ
ー

ス

大

日

本

帝

国

の
崩

壊

大
正
社
会
と
改
造

の
潮
流

ア
ジ

ア

の
帝

国

国

家

自
由
民
権
と
近
代
社
会

明
治
維

新

と
文

明
開
化

開

国

と

幕

末

の
動

乱

書

　

　

　

名

渡
辺
　
治

吉
田
　
裕

山
室
建
徳

季
武
嘉
也

小
風
秀‐
雅

新
井
勝
紘

松
尾
正
人

井
上
　
勲

編

者

二
〇
〇
四

・
八

二

〇

二
〇
０
四

・
七

・
二
〇

二
〇
〇
四

上
ハ
。
一
〇

二
〇
〇
四

・
五

・
二
〇

二
〇
〇
四

・
四

。
一
Ｑ

二
〇
〇
四

二
二
・
一
〇

二
〇
〇
四

二

一
・
一
〇

刊
行
年
月
日

惣
田
　
充

青
山
文
久

伊
東
富
昭

内
田
修
道

大
湖
賢

一

神
谷
大
介

鈴
木
由
子

担
当
者

267 262
会
報

_21_

際
疇
陛膝
Ｆ疇
ド
Ｌ
膳
隠
撚

二
〇
〇
四

・
一
・
二
〇


